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新用語解説（19）≡

JGOFS
（Joint　Global　ocean　Flux　study）

1．この国際共同研究の目的と背景

　現在，人間活動によって生じた温室効果ガスの大気中

への蓄積によって，地球規模での気候変動が今後の100

－200年の間に生じ得ることが論議されているが，その

温室効果ガスの約半分をしめるのが二酸化炭素である．

二酸化炭素の大気中での増加は主として石油・石炭など

の化石燃料の消費によるものであることは明かである

が，森林資源の伐採などの人間活動もこれを助長してい

ると考えられている．現時点での大気中の二酸化炭素濃

度350ppmは，南極のアイスコアーから得られた過去

約15万年の地球が体験した二酸化炭素濃度の変動範囲を

超えており，このことは今後の二酸化炭素の増加が地球

の気候変動にどの様に寄与するかについて，科学的な基

礎にたった予測が早急に必要であることを意味してい
る．

　一方で地球上における炭素循環を見ると，人間活動で

発生した二酸化炭素の約半分しか大気に蓄積しておら

ず，残りの多く（1年間に2×109トン）が海洋に取り込

まれていると考えられているが，この取り込みがどの様

に調節されているのかについて我々の知識は乏しい．海

洋は又大気中の二酸化炭素の約50倍もの二酸化炭素を持

ち，この二酸化炭素は海洋における複雑な有機・無機の

炭素循環の一つの歯車として機能している．海洋の持つ

二酸化炭素の大気中における濃度の調節作用を考える

と，海洋を中心とした炭素循環についての知見を，大気

一海洋間の二酸化炭素のバランスとその調節の観点から，

全地球規模で解析することが必要である．

　JGOFS国際共同研究はこのような：社会的要請から計

画・立案されたが，その研究目標は，

　（1）全地球規模での海洋における炭素やこれに関係す

る生元素の時間的に変動するフラックスを支配している

諸過程について理解すること，又海洋と大気，海底，大

陸間でのフラックスについて評価すること．

　（2）人間活動による梶乱，特に気候変動に関係するよ

うな撹乱にたいして，全地球規模での海洋の生物地球化

学的諸過程がどの様にレスポンスするかを予測でぎるよ

うになること．の二つに要約することが出来る．

2．JGOFS計画のこれまでの経過と他の国際共同研究

　との関連

　気候変動にたいして海洋の持つ役割は，早くから世界

気候研究プ・グラム（WCRP）などにより，その物理的

側面から理解され，現在の熱帯海洋全地球大気計画（TO

GA）や世界海洋循環実験計画（WOCE）などの国際共

同研究を導いた．一方海洋での二酸化炭素をはじめとす

る炭素循環が気候変動にどのように関与するかを主に生

物地球化学的観点から解析するのがJGOFSであり，

1980年代のはじめからアメリカでこの計画が芽生えた．

1987年にICSUのもとにあるSCORがこの計画を主

導することになり，SCORの下にJGOFSのための国

際計画委員会が設立された．当初の参加国は，アメリ

カ，カナダ，中国，日本，ソビエト，イギリス，フラン

ス，ドイツ，オランダの9力国であった．JGOFSはそ

の計画のはじめからWOCEやTOGAなどの計画と
密接な関係を持っており，さらにICSUのIGBP（国

際地球圏・生物圏プログラム）の海洋におけるコアープ

ログラムとして，IGBPとも連携している．

　研究計画は，その研究手法として1）研究船を駆使し

た代表的な海域におけるプロセス研究，2）リモートセ

ンシングによる全海洋での植物色素（クロロフィル）測

定から生物による年間の二酸化炭素固定量の見積，3）

炭素循環モデルの作成，4）堆積過程と堆積物からの情

報との主に4つに分けられる．このうちプ・セス研究に

ついては，1989年に北大西洋パイロット研究が5力国の
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研究船が参加してすでに行われており，さらに本年の4

月に東京で開かれたワークショップによって太平洋赤道

域でのプロセス研究が1990年から始められ，又南極海や

インド洋においても計画が進められている．

3．JGOFSにおける日本の役割

　わが国の研究者はJGOFS国際共同研究を計画のス

タートの段階から積極的に支持しており，特に太平洋に

おけるフラックス研究においては，アメリカと並んで主

導的な地位を果たすべく国内の研究計画を進めてきた．

その一つの現れは，1991年度から3年間行われることに

なった．文部省重点領域研究“オーシャンフラックス”

である．この重点領域研究では，東大海洋研究所の白鳳

丸などを使って，北部北太平洋域における炭素を中心と

したフラックスの解析が表層域から深層・深海底までに

わたって行われる．また気象庁・水産庁等の研究所に属

する研究者も太平洋域での炭素循環に関連した多くのプ

ロジェクトを進行させており大きな成果が期待されてい

る．さらに1995年に予定されているオーシャソカラーの

センサーを塔載した観測衛星“ADEOS”の打ち上げに

よって，現在は航空機に頼っているオーシャソカラーの

観測データをJGOFS研究者に供給することができる．

アメリカでもオーシャンカラーのセソサー打ち上げを90

年代の初めに予定しているが，不確定要素も多く，世

界のJGOFS関連の研究者の日本のセンサーによせる

期待は大きい．

　　　　　　　　　（東京大学海洋研究所・小池勲夫）

日本気象学会および関連学会行事予定

行　　事　　名

大気汚染学会

日本海洋学会

第22回流体力学講演会

生気象学会

地球電磁気・地球惑星圏
学会

環境科学会

第11回風工学シンポジウ
ム

月例会「レーダー気象」

日本リモートセンシング
学会　第10回学術講演会
第37回風に関するシンポ
ジウム

気候変動による環境・社
会影響に関する国際会議
第23回海洋流体力学リェ
ージュ国際コロキウム
降水洗浄と大気一地表間
交換過程に関する国際会
議

第20回測地学・地球物理
学連合総会
『小氷期の気候』国際シ
ソポジウム

開催年月日
1990年10月31日
　　　～11月2日
1990年11月10日
　　　　　～15日
1990年11月15日
　　　　　～16日
1990年11月16日
　　　　　～17日
1990年11月19日
　　　　　～21日
1990年11月28日
　　　　　～30日

1990年12月6目
　　　　　～7日

1990年12月18日

1990年12月18日
　　　　　～19日

1991年1月25日

1991年1月27日
　　　～2月1日
1991年5月6日
　　　　　～10日

1991年7月15日
　　　　　～19日

1991年8月11日
　　　　　～24日

1991年9月25日
　　　　　～28日

主催団体等

日本流体力学会

同専門委員会

日本リモートセンシング
学会

UNEP

カナダ気象海洋学会・ア
メリカ気象学会

IUGG
日本地理学会古気候復元
研究グループ

場 所

金沢

神戸（神戸国際会議場）

大阪（なにわ会館）

長崎（長崎熱帯研究所）

大宮（ソニックシティビ
　　ル市民ホール）

東京（虎の門パストラル）

中央大学理工学部

気象庁

中央大学駿河台記念館

気象庁

筑波大学

中国（北京）

リッチラソド

ウィーン

八王子（東京都立大学）

備 考

Vo1．37，No．1

Vo1．37，No．8

VoL36，No．11

VoL37，No．8

VoL36，No．12

VoL37，No．8

72 、天気”37．10．


